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【設計計算の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンカー力 Pによる抑止効果は、一般に次式で示される． 
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 ここに、Fpは目標安全率、Sはせん断抵抗、Tは地すべり力、θはアンカー材とすべり面とのなす角、

tanφはすべり面粘土の内部摩擦角である． 

 

これに対し、ワイヤーネットによる抑止効果は次式のようになる. 
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ここにFpNは表層すべりの目標安全率、PNはワイヤーネットの張力，βは表層すべり面傾斜角であり、

その他サフィックス１を付したものは，それぞれ表層すべりに対するものである． 

式（1）より安全側として締め付け効果を無視すれば、ワイヤーネットかかる張力 PNは 
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ここに，Foは初期安全率である． 

よって、これに耐えうる強度を持つワイヤーネットを構築すればよい.さらにワイヤーネットを押し上

げる力は PN・cos（α-β）・sin（α－β）であり、これに耐えうる地盤反力があれば、ワイヤーネットによ

る抑止力を確実に発揮できる． 
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（基盤岩） 

アンカーの締め付け効果 Psinθ 

アンカーの引き留め効果 Pcosθ 

アンカー力 P 

θ 

地表傾斜 α 

表層すべり面傾斜角 β 

ネット張力 PN 

ネットによる引留効果 PN ・cos（α－β） 

ネットを押し上げる力 PN・sin（α－β）・cos（α－β） 

ネットによる締め付け効果 PN・sin（α－β） 


